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研究成果の概要（和文）：ヒトに対する短期間の食事制限により、基礎代謝は低下し、食事制限
の程度と正の相関を示していた。一方、食事制限による体重の減少度は、代謝に比べ小さかっ
た。また、絶食、高脂肪食摂取、標準食摂取の 3条件において、絶食群は高脂肪食や標準食に
比べ、副交感神経活動が上昇し、心拍数が低下していた。さらに、心拍変動の VLF 成分および
総自律神経活動（Total Power）が上昇していた。絶食は、副交感神経活動が亢進していたが、
活動性の低下を伴わず、また、抗うつ作用がある可能性が示唆された。さらに、野菜錠剤摂取
により交感神経活動指標である LF/HF 割合が抑制を示していたことより、野菜錠剤摂取に伴っ
て鎮静効果を示可能性が示唆された。 
 
 
研究成果の概要（英文）：Short-term dietary restriction resulted in the reduction of basal 
metabolic rate, which positively associated with the level of dietary restriction. The 
magnitude of reduction in body weight is smaller than that in basal metabolic rate. In 
addition, among fasting, high-fat meal intake, and standard meal intake group, 
parasympathetic nerve activity raised, heart rate fell, and VLF and total power of 
autonomic nerve system raised in fasting group. These results raise the possibility of 
anti-depression. Furthermore, vegetable tablets intake showed the inhibition of LF/HF 
as an indicator of sympathetic nerve activity, which suggests a calm effect. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本来ヒトの機能は自然環境に適応的であ
るが、現代の都市化社会のような人工環境下
においては、もはや自然環境に適応するため
に保持していた機能は、潜在的には所持して
いるものの、通常生活においては発現されな
いままであることが多い。ヒトは自らの DNA
の遺伝子情報に基づき、RNA を経て最終的に
たんぱく質を産生することにより機能発現
をする。故に、機能的潜在性を測る指標とし
てはたんぱく質の発現を測ることが挙げら
れる。また、それがヒト個体としてのどの機
能的潜在性と結びつくのか、関連付けること
が必要となる。そこで、研究では、現代の都
市化社会に生きるヒトに対して摂取エネル
ギー制限を中心とした食行動の変容を行い、
それによって発現されるたんぱく質の機能
発現を解析することとともに、現代社会を生
きるヒトの食行動とメンタルヘルスとの関
係について探索する。 
 
２．研究の目的 
 
 都市化社会に生きるヒトにおいて、現代社
会がもたらすライフスタイルが、ヒトの食行
動、およびその背景要因にもたらす影響につ
いて評価し、生理人類学的な研究の基礎研究
とすることが目的である。 
 
３．研究の方法 
 食行動の変容として、朝食を絶食とする摂
取エネルギー制限を行う。朝食絶食による摂
取エネルギー制限を行ったことによる生理
的・心理的変化、代謝に関する変化、食欲に
関する変化、疲労に関する変化、酸化ストレ
スを検討する。健常な成人で、研究に関して
十分に説明を受け、同意を得た者のみを対象
とする。対象者はエネルギー制限を実施する
群と、エネルギー制限を実施しない 2群に分
類する。エネルギー制限群には実験期間中、
1200－1600kcal 程度の摂取エネルギーにな
るように食事指導をする。エネルギー制限非
実施群には普段どおりの食生活をさせる。実
験の開始に先立って、普段の摂食状況を把握
するために食物摂取頻度調査を行う。食事制
限の実施期間は 1週間である。実験開始前か
ら実験終了までの期間は、両群ともに毎日朝
食摂取前に体温、血圧、心拍、体重、体脂肪
を測定する。また、毎日午前中と午後の 2時
点において被験者の気分の状態について
profile of mood status (POMS)検査を行う。
疲労度の指標としては、質問紙による疲労度
調査を行うとともに、フリッカー値も測定す
る。作業効果の検討には内田クレペリンテス
トを行う。また、神経生理学的指標として、
Heart Rate Variability、脳波を測定する。

食行動の分析としては、セルフエステイーム
およびライフスキルに関する調査項目を中
心として食行動に関連する項目を抽出し、実
験開始前後の 2時点において調査を行う。 
 
４．研究成果 
 
 （１）ヒトに対して食事制限を数日間行っ
て代謝について評価したところ、基礎代謝は
低下を示した。また、基礎代謝は食事制限の
程度と正の相関を示していた。一方、食事制
限による体重の減少度は、代謝に比べ小さか
ったが、食事制限により、基礎代謝の低下が
起こったため、摂取食事量の低下が体重に反
映されにくくなったことが示唆された。 
（２）食事制限にともなう、生理指標を測定
する際に必要となる脳波測定において、脳電
位マッピングソフトウエアを開発した。 
（３）絶食、現代食の代表ともいえる高脂肪
食摂取、および標準食摂取の 3条件において、
自律神経活動、空腹感、満腹感、食欲、疲労
度等の主観的指標、体温、心拍等、生理・心
理指標を計測した。絶食群は高脂肪食や標準
食に比べ、副交感神経活動を反映すると考え
られる心拍変動の HF 成分が上昇し、心拍数
が低下していた。さらに、体熱産生を反映す
る心拍変動の VLF成分および総自律神経活動
（Total Power）が上昇していた。高脂肪食
群および標準食群では、摂取後から摂食欲求
が低下し、満腹感が上昇した。絶食は、副交
感神経活動が亢進していたが、気分や自覚症
状において他の 2群と差が見られなかったこ
とから、活動性の低下を伴わず、また、抗う
つ作用がある可能性が示唆された。さらに、
絶食時の総自律神経活動の亢進および副交
感神経活動の亢進から、絶食には循環器疾患
リスクを低下させる可能性が示唆された。 
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